
平成15年度川上から川下に至る豊かで多様性のある海づくり事業

貝毒発生監視調査

柳谷 智・今井美代子・大水理晴

試験船なつどまり(山田雅治・長津 司・高木広美・中村義美・吹越弘光)

青森県における貝毒発生監視調査は、本県沿岸域のホタテガイ等二枚員の毒化と毒化原因プランクトン

の出現動向などを詳細に把握して、二枚員の水産食品としての安全性確保、すなわち「ホタテガイの取扱

い要綱J(平成4年、青森県)に基づく出荷自主規制措置等による安全出荷に役立てることを目的に行っ

ている調査である。ここでは、平成15年中 (2003年 1 月 ~12月)に行った調査結果について報告する。

調査方法

青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と調査定点を図 1に、調査回数や調査内容を表1に

示した。

ホタテガイの貝毒検査は、青森県沿岸域を日本海、津軽海峡西部及び東部、陸奥湾西部及び東部、太平

洋の6海域に区分し、太平洋、日本海を除く 4海域に各1地点の定点を設けてホタテガイ定点調査として

行った。

陸奥湾西部及ぴ東部海域の2定点では、周年にわたる定期的な養殖貝、地まき貝の貝毒検査のほか、環

境調査並びにプランクトン調査を行った。また、陸奥湾全湾調査として周年、毎月 1回、湾内6地点で環

境調査並びにプランクトン調査を行った。津軽海峡西部では養殖貝、同東部では地まき員を対象とし、津

軽海峡ではホタテガイの生産が見込まれる時期を中心に員毒検査のみを行った。

ホタテガイ以外の二枚員の貝毒検査は、青森県沿岸域を暖流系と寒流系の2海域に区分し、二枚員定点

調査として行った。二枚貝の種類は付着性、潜砂性に分けて付着性二枚貝としてムラサキイガイ、潜砂性

二枚貝としてウバガイを対象種とした。貝毒検査は周年あるいは生産が見込まれる時期を中心に行った。

貝毒検査はまひ性貝毒と下痢性員毒を対象に、社団法人青森県薬剤師会衛生検査センターに依頼して、

いずれもマウス試験法(公定法)により行った。なお、陸奥湾東部海域の養殖ホタテガイの下痢性貝毒に

ついては、高速液体クロマトグラフィー (HPLC)による貝毒成分の分析も行った。即日分析に当たっては、

現時点で常法とされる分析法に従い、分析に必要な標準毒は水産庁の有害藻類等対策検討支援事業により

社団法人日本水産資源保護協会から配付されたものを用いた。

環境調査とプランクトン調査は、陸奥湾のホタテガイ定点調査の場合には貝毒検査の試料採取と同時に

同地点において水温、塩分を測定し、採水プランクトンとしてA1 exandr i u111属、 Dinophysis属などの渦鞭

毛藻を検鏡、計数した。これらの調査方法は過去の同様調査と全く同じ方法を用いた。よって詳しくは

「平成6年度赤潮貝毒監視事業報告書(赤潮・貝毒調査)J (1995年、青森県)等を参照されたい。
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図1 2003年の青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と定点

表1 2003年の青森県沿岸域における員毒発生監視調査の概要

貝毒検査(回数)

調査区分 調査海域 調査 調査対象貝種マウス鼠験HPLC分析

陸奥湾西部

ホタテガイ陸奥湾東部

定点調査

津軽海峡西部

津軽海峡東部

暖流系海域

定点数 PSP DSP 
養殖ホタァガイ 12 36 

養殖ホタナガイ 12 36 

地まきホタテガイ 36 

養殖ホタァガイ 4 6 

地まきホタテガイ 18 18 

二枚貝 (付着性) 1 ムラサキイガイ 20 

定点調査寒流系海域

(付着性) 1 ムラサキイガイ 15 15 

陸奥湾陸奥湾(全域) 6 

全湾調査

1.鯛査回数は2003年1月から12月までの実施回数である。

DSP 

9 

環境調査 プランクトン

(回数) 調査(回数)

36(5層) 36(5層)

36(6層) 36(6層)

12(5-6層)12(5-6層)

2.太平洋と日本海におけるホタテガイ定点調査並びに潜砂性二枚貝定点調査は、それぞれ対象種の生産がなく鵬査を実施
していない。

3. HPLC分析は下痢性員毒成分のうちOA、DTX1、DTX3、YTXを対象に行った。
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結果及び考察

2003年 1 月 ~12月における調査結果は、付表 1~付表 4 に示した。

青森県沿岸域におけるホタテガイ等の毒化状況などは以下のとおりであった。

1 陸奥湾における水温、塩分の推移並びに下痢性貝毒原因プランクトンの出現動向とホタテガイの毒

化状況

( 1 )水温、塩分の推移

西部及び東部海域の2定点の水温、塩分の推移を図2-1、2-2に示した。両図には陸奥湾にお

ける主たる貝毒原因プランクトンであるDinophysisfortiiの出現密度とホタテガイのマウス試験に

よる毒力の推移もあわせて示した。両調査地点における水温と塩分の最低値と最高値は表2に示した

とおりで、水温は昨年より、低めに推移した。

図1 2003年の西部及び東部海域定点における水温と塩分の最低~最高の範囲

笛飽海鳩{野内沖、水深32m) 東卸海域(野辺地沖、 35m)

観測'
水泡("C) 塩分 水温("C) 塩分

表面(Om) 3.0 (3月) - 21. 3 (9Jii1) 24.おo(5月) -33.965 (3Jii1) 2.7 (3月) -21. 1 (9月) 32.274 (4月}ー 33.477(8Jii1) 

中層(20m) 4.0 (3月) -21. 4 (9月) 33.071 (10月)-34. 107 (8月) 2.7 (3月) -20. 6 (9月) 32.748 (6月) -33. 693 (6月}

底層 4.0 (3月)-21.0(9月) 33.079 (9月) -34.041 (8月) 3.0 (3月) -20.4 (9月) 32.912 (10月)-33.844 (7月}

底腐の観測水深は海底上2m、水温と塩分の( )内はそれぞれの観測値の出現月を示す

全湾調査の結果から水温、塩分の平年差の推移をみてみると(平年値は資源管理体制・機能強化総

合対策事業(資源管理に必要な情報の提供)浅海定線調査による、72~ 、 02年の観測平均)、水温は 1 月

はやや低め~かなり低め、 2月、 3月はやや低め、 4月は底層付近でやや低めのほかは概ね平年並み、

5月は30m以浅で概ね平年並み~高め、 40m以深で平年並み~低め、 6月は概ね平年並み~低め、 7

月は概ね平年並み、 8月は湾の西側ではかなり低め、東側ではやや低め、 9月はやや低め、 10月は底

層で平年並み~やや低め、そのほかはかなり低め、 11月は平年並み~やや高め、 12月は平年並み~や

や高めであった。塩分は l月はやや低め、 2月は平年並み~やや低め、 3月は概ね平年並み、 4月は

湾口部寄りのSt.2の30m以浅のみやや高め、そのほかは平年並み~やや低め、 5月は西湾側の下層

で高め、東湾側の上層で低め、そのほかは平年並み、 6月はやや高め~かなり高め、 7月は概ね平年

並み~低め、 8月は20m以浅でほぼ平年並み、その下層ではやや高め~かなり高め、 9月は概ね平年

並み、 10月はやや低め、 11月は湾の西側でかなり低め、東側でやや低め、 12月はやや低めであった。

( 2 ) 下痢性貝毒原因プランクトンの出現動向

西部及ひ東部海域の2定点の下痢性貝毒原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、 D.forti i、

D.acuminata、D.mitra、D.infundibulus、D.rotunda旬、 D.rudgei、D.norvegica、D.tripos、

D.lenticulaの9種であった。なお、まひ性貝毒原因種は観察されなかった。

上記出現種9種のうち、陸奥湾における優占種は毒性が確認されているD.forti i、D.mitra、

D.rotundataの3種と毒化初期の原因容疑種とされているD.acuminataの4種である。これら 4種と

近年比較的濃密な出現傾向が続いているD.lenticulaのあわせて5種の2003年における出現動向を図

3に示した。
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西部海域においては、[).fortÍÍ は 1 月 ~4 月まで 5 ~20cells/L出現し、 5 月から増加して 6 月 4

日調査時に本年最高の200cells/Lに達した。以後、 11月まで減少し、 12月は出現しなかったo

[).acumÍnata は 1 月 ~3 月まで 5 ~80cells/L出現し、 4 月から増加して 4 月 22 日調査時に 115cellsl

LとI回目のピークとなり、以後、減少したが、 6月16日調査時に本年最高 (2回目のピーク)の175

cells/Lに達した。以後、 9 月まで減少し、 10月以降は出現しなかった。 [).mÍtra は l 月 ~7 月まで

出現せず、 8月11日調査時に本年最高の75cells/L出現した後、 11月まで減少し、 12月は出現しなかっ

た。[).rotunゐta は 1 月 ~4 月まで出現せず、以後、 5 ~20cells/L出現し、 8 月 4 日調査時に本年

最高の75cells/Lに達した後、 9月まで減少し、 10月以降は出現しなかったo [). lentIculaは1月、

2月は出現しなかった。 3月17日調査時に本年最高の15cells/Lに達した。以後、 12月まで数回5

cellsんあるいは10cells/L出現した。

西部海域

0. forti i 

0. acuminata 

0. mitra 

0. rotundata 
o 500 

0. lenticula • -・
J F M A M J J A s 。 N 

東部海域

0. forti i 

o.acuminata 

。~mitra 

0. rotunl拘ta

0. lenticula 。

J F M A M J J A s 。 N 
図3 2003年の陸奥湾2定点における下痢性貝毒原因種5種の出現密度の推移

湾内2定点における下痢性員毒原因種5種について、調査時毎の最高出現密度の年聞の推移を示す。
上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。単位はcells/L。
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東部海域においては、 D.forti i は 1 月 ~4 月まで数回10cells/L出現し、 5 月から増加して、 6 月

9日調査時に本年最高の355cells/Lに達した。以後、 12月まで減少した。 D.aCUIllinataは1月、 2月

は5~ 10 cells/L出現し、 3月から増加して、 4月28日調査時に本年最高の315cells/Lに達した。

以後12月まで変動しながら減少した。 D.mitra は 1 月 ~7 月まで出現せず、 8 月から増加して 9 月 2

日調査時に本年最高の235cells/Lに達した後、 12月まで減少した。 D.rotundata は 1 月 ~4 月まで出

現せず、 5月から増加して 7月22日、 8月11日調査時に本年最高の15cells/Lに達した。以後、 9月

まで減少し、 10月以降は出現しなかった。 D.lenticulaは1月、 2月は出現せず、 3月3日、 3月24

日調査時に本年最高の10cells/Lに達した。以後、 7月まで数回5cells/L出現し、 8月以降は出現し

なかった。
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図4 1981年以降の陸奥湾2定点におけるD.fortii出現密度と養殖ホタテガイの下痢性貝毒毒力の推移

湾内2定点の調査結果から、定点毎に月間のD.fortii最高出現密度と養殖ホタテガイ中畑腺のマウス鼠重量による下痢
性貝毒の最高毒カを抜き出し、その季節変化と経年変動として示す。上段が西部海域定点、下段が東部海域定点で

ある。なお、 1-2月及び10-12月の期間については出現密度、毒カともに値が入っていない。

西部及び東部海域2定点の調査結果から、 1982年以降におけるD.forti i出現密度と養殖ホタテガ

イ中腸腺の毒力の推移を図 4 に示した。 1982~1990年には毎年、年間最高出現密度が1000cells/Lを

超えているが、 1992年以降、年間最高出現密度が1000cells/Lを超えたのは1995年の西湾定点、 1996

年の東湾定点のみで、陸奥湾では1990年代からの低出現傾向がなお続いていると思われた。

陸奥湾全湾調査海域6定点の下痢性貝毒原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、 D.forti i、

D.aCUIllina旬、 D.mitra、D.cauda旬、 D.infundibulus、D.rotunda旬、 D.rudgei、D.norvegica、

D. tripos、D.lenticulaの10種であった。なお、まひ性員毒原因種は観察きれなかった。

陸奥湾全湾 6 定点の2003年 1 月 ~12月における月毎のD.fortiiの湾内水平分布の推移を図5に示

した。 D.fortii は 1 月 ~4 月まで数点で10cells/L出現した。 5 月 ~7 月には20~230cells/Lの範囲

で湾全域に出現した。 8月は東湾で10cells/L出現した。 9月、 10月は出現しなかった。 11月、 12月
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は東湾でlOcells/L出現した。全湾調査の結果では昨年よりD.fortiiの出現頻度が低く、最高出現密

度は高かった。

---
図5 2003年の陸奥湾におけるD.如何'IIの出現分布の推移

毎月 1 回の陸奥湾全湾関査結果から、湾内 6 定点それぞれ 5~6 層のうち最も多く出現した膚の出現密度を抜き出し、月毎
の湾内水平分布として示す。単位はcells/l。
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( 3 )ホタテガイの毒化状況

1 )下痢性貝毒による毒力の推移

2003年のホタテガイの毒化状況を前出の図2-1と2-2に示した。また、 1978年以降における

養殖ホタテガイの出荷自主規制状況を図6に示した。

2003 
2002 
2001 
2000 
1999 
1998 
1997 
1996 
1995 
1994 
1993 
1992 
1991 
1990 
1989 
1988 
1987 
1986 
1985 
1984 
1983 
1982 
1981 
1980 
1979 
1978 

F圃圃・・

--ー一ー一r--

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

図6 1978年以降における陸奥湾海域産養殖ホタテガイの出荷自主規制状況

12 

各年次の出荷自主規制開始目から解除目までの期間を黒帯線で示す。 1997年と1998年の両年は出荷自主規制が断続
的に複数回行われている。 1999年は西部海域の規制開始から東部海域の規制解除目までの期間を示している。また、
2000年は前後2回の西部海域の規制期間を示す。

西部海域の養殖ホタテガイについては、 5月19日調査時に野内定点で0.60-1.20MU/ g (中腸腺)

の毒力が検出され、 7月7日調査時(稲生臨時調査地点)まで出荷自主規制値を超える毒化が確

認された。出荷自主規制期間は70日間(5月22日-7月31日)、毒化期間中の最高毒力は1.00-

2. OOMU/ g (中腸腺)であった。東部海域の養殖ホタテガイについては、東田沢臨時調査地点で5

月27日調査時に0.51-1.00版J/g (中腸腺)の毒力が検出され、 7月7日調査時(東田沢臨時調査

地点)まで出荷自主規制値を超える毒化が確認された。出荷自主規制期間は63日間 (5月29日~

7月31日)、毒化期間中の最高毒力は0.61-1. 20 MU/ g (中腸腺)であった。東部海域の地まきホ

タテガイはマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。

前出した図4の1982年以降の2定点における養殖ホタテガイの毒力の推移にもみられるように

1990年代からの低毒化傾向がなお続いていると思われた。

2)下痢性貝毒成分量の推移

2003年における下痢性貝毒成分のHPLC分析は、東部海域の養殖ホタテガイについてオカダ酸

(OA) とジノフィシストキシンー 1 (DTX-1 )、ジノフィシストキシンー3 (DTX-3)、ペクテノト

キシンー6 (PTX-6)、イェソトキシン (YTX)を対象に分析した。 6月4日から 7月28日まで毎

週l回採取した 9試料を分析した結果を表3に示した。 OAは全ての試料で検出きれないか微量検
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出であった。 DTX-1は7月14日、 28日の試料でそれぞれo.71、0.12μg/g(中腸腺)検出された。
DTX-3は6月4日の試料で0.82μg/g(中勝腺)検出された。 PTX-6 は調査期間中0.15~1. 49μg/g 

(中腸腺)の範囲で検出され、 7月上旬にピークがみられた。 YTXは6月4日、 9日、 7月14日の

試料で検出されなかったが、他 6 試料で0.70μg/g~1.16μg/g(中腸腺)の範囲で検出された。

貝毒成分含量を比毒性値を用いてマウス毒性に換算した値はO.01MU/ g (中腸腺)~O. 69MU/ g 

(中腸腺)の範囲で、 O.05MU/ g (可食部)(中腸腺では0.5版Jlg{立に相当)を超える試料もみられた。

しかし、換算値とマウス試験による毒力に相関はみられなかった。

表3 2003年における陸奥湾東部海域養殖ホタテガイの下痢性貝毒成分HPLC分析結果

毒成分含量(μg/g) マウス毒性 マウス棋験

採取年月日 分析部位 OA DTX1 DTX3 PTX6 YTX 換算値(MU/g) 毒力(MU/g) 

2003/06/04 中腸腺 ND 即 0.82 0.26 間 O. 11 く0.69

2003/06/09 (以下同じ) TR ND ND o. 15 陥 0.01 く0.63

2003/06/16 TR 即 ND 0.59 o. 76 0.44 く0.63

2003/06/23 TR ND ND 0.57 0.89 0.50 く0.77

2003/06/30 TR TR ND 1. 03 1. 16 0.68 0.56-1. 10 

2003/07/07 TR 間 ND 1.49 o. 70 0.50 0.61-1.20 

2003/07/14 ND o. 71 ND 1.00 ND 0.32 く0.63

2003/07/22 ND 即 ND 1. 20 1. 14 0.69 く0.62

2003/07/28 ND O. 12 ND 0.84 1. 11 0.68 く0.66

(注)ND: not detected 
TR : trace (less than 0.1μ9/9) 

3 )まひ性貝毒による毒力の推移

まひ性貝毒についてはマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。

2 津軽海峡におけるホタテガイの毒化状況

まひ性貝毒についてはマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。

下痢性貝毒については西部、東部両海域のホタテガイに毒化が確認された。津軽海峡西部海域の養

殖ホタテガイについては 6 月 10 日調査時に0.49~0.98阻J/g(中腸腺)の毒力が検出され、 6月18日調

査時まで出荷自主規制値を超える毒化が確認された。出荷自主規制期間は42 日間 (6 月 13 日 ~7 月 25

日)、毒化期間中の最高毒力はO.50~0. 99阻J/g (中腸腺)であった。津軽海峡東部海域の地まきホタ

テガイについては5月26日調査時にO.53~ 1.10 MU/g(中腸腺)の毒力が検出され、毒化が確認された。

出荷自主規制期間は21 日間 (5 月 29 日 ~6 月 19 日)、毒化期間中の最高毒力はO. 53~ 1.10阻JIg (中腸

腺)であった。

3 暖流系海域及び寒流系海域におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化状況

暖流系海域(日本海、津軽海峡西部、陸奥湾)並びに寒流系海域(津軽海峡東部、太平洋)におけ

るホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性貝毒はマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化

は確認されなかった。下痢性貝毒は暖流系、寒流系海域の付着性二枚貝(ムラサキイガイ等)に毒化

が確認された。暖流系海域の付着性二枚員(ムラサキイガイ等)については 4 月 7 日調査時に0.42~

0.83阻J/g(中腸腺)の毒力が検出され、 8月11日調査時まで出荷自主規制値を超える毒化が確認された。

出荷自主規制期間は169 日間 (4 月 10 日 ~9 月 26日)、毒化期間中の最高毒力は2. 5~3. 3MU/g(中腸腺、
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可食部で0.05-0.10阻J/g)であった。寒流系海域の付着性二枚貝(ムラサキイガイ等)については6

月3日調査時に0.05-0.10MU/g(可食部)の毒力が検出され、 6月9日調査時まで出荷自主規制値を超

える毒化が確認された。出荷自主規制期間は112日間 (6月6日-9月26日)、毒化期間中の最高毒力

は0.05-0.10MU/g(可食部)であった

要 約

l 青森県沿岸域におけるホタテガイ等二枚貝の毒化を監視するため2003年1月-12月の問、定期的ま

たは生産時期を中心にホタテガイ定点調査、二枚貝定点調査、陸奥湾全湾調査を実施し、貝毒検査、

環境調査、プランクトン調査を行った。

2 2003年の陸奥湾においては、まひ性貝毒は原因プランクトンの出現が認められず、またマウス試験

による毒力も検出されず、過去同様に毒化は確認されなかった。

3 2003年の陸奥湾においては、下痢性貝毒は西部、東部両海域の養殖ホタテガイで毒化が確認された。

西部海域の毒化期間は5月19日-7月7日、最高毒力は1.00-2.00版J/g(中腸腺)、出荷自主規制期

間は5月22日-7月31日、規制日数は70日間であった。東部海域の毒化期間は5月27日-7月7日、

最高毒力は0.61-1.20阻J/g (中腸腺)、出荷自主規制期間は5月29日-7月31日、規制B数は63日間

であった。主たる下痢性貝毒原因プランクトンであるD.fortiiの最高出現密度は355cellsんであっ

た。 D.fortiiの出現密度は1990年代からの低出現傾向が続いた。

4 2003年の東部海域の養殖ホタテガイについて下痢性貝毒成分のうちOA、DTX-1、町X-3、PTX-6、

YTXを対象に即'LC分析した。 PTX-6は全9試料で0.15-1.49μg/g(中腸腺)の範囲で検出され、 7月上

旬にピークがみられた。 YTXは6試料でO.70μg/g-1.16μg/g(中腸腺)の範囲で検出された。マウス

毒性換算値とマウス試験による毒力に相関はみられなかった。

5 2003年の津軽海峡西部海域の養殖ホタテガイ並ぴに同東部海域の地まきホタテガイはまひ性貝毒の

毒化は確認されなかった。下痢性貝毒は西部、東部両海域のホタテガイに毒化が確認された。津軽海

峡西部海域養殖ホタテガイの毒化期間は6月10日-6月18日、最高毒力は0.50-0.99MU/g(中腸腺)、

出荷自主規制期間は6月13日-7月25日、規制日数は42日間であった。津軽海峡東部海域地まきホタ

テガイの毒化期日は5月26日、最高毒力は0.53-1.10阻J/g(中腸腺)、出荷自主規制期間は5月29日

-6月19日、規制日数は21日間であった。

6 2003年におけるホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性貝毒の毒化は確認されなかった。下痢

性貝毒は暖流系、寒流系海域付着性二枚員(ムラサキイガイ等)に毒化が確認された。暖流系海域付

着性二枚貝(ムラサキイガイ等)の毒化期間は4月7日-8月11日、最高毒力は2.5"":'3. 3MU/g(中腸

腺)、出荷自主規制期間は4月10日-9月26日、規制日数は169日間であった。寒流系海域付着性二枚

貝(ムラサキイガイ等)の毒化期間は6月3日-6月9日、最高毒力は0.05-0.10阻J/g(可食部)、出

荷自主規制期間は6月6日-9月26日、規制日数は112日間であった。
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付表

2003年 1 月 ~12月に行った調査結果をとりまとめ、次のような表にして示した。

付表l 青森県沿岸域の貝毒調査結果(マウス試験及び貝毒成分HPLC分析結果)

付表2-1 陸奥湾西部海域(西湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2-2 陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2-3 陸奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

なお、採水プランクトン調査結果の渦鞭毛藻類の種名については、次のように略記した。また、表中に

はP.compressumの欄も設けてあるが、同種については計数していないため全て空白とした。

Ceratium属 ιa ιarietinum C.b ιboehmii C.f C.fusus 

Dinophysis属 D.f D. fortii D.a D.acuminata D.m D.mitra 

D.c D.caudata D. i D. infundibulus D.rd D.rotundata 

D.rg D.rudgei D.n D. norvegica D. t D. tripos 

D.l D.lenticula 

Prorocentrum属 P.c P.compress四 P.m P.凶cans

Alexandrium属 A.c A. catenella A. t A. tamarense 

Protoperidinium軍 P.c P.conicum P.d P.d甲'ressum

G用 10dini四属 ιc ιcatenat四

また、過去の陸奥湾における下痢性貝毒によるホタテガイの毒化状況などを整理して、次のような表に

して示した。

付表3-1 1980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性員毒による毒

化状況とD.fortiiの出現動向

付表3-2 1980年以降の陸奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.fortiiの出現動向

付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性員毒による出荷自主規制状況
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付褒 1 青森県沿岸域の貝毒蝿査結果 (マウス賦験及び蹴轟閣発臼婿頓結寓抑T結果) (1/5) 

マウス鼠験

海蟻 調査地点 貝の種類 採取月日 後査月日 まひ性毒カ(蹴J/g) 下街性審カ(蹴J/g) 下痢性貝毒成分 (μg/g)

中蝿腺 可食卸 中陽線 可食飾 分街節位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陵奥湾酉飾 野肉 ホタテガイ(養殖) く1.75 く.0.56 く.0.凶
く1.75 く.0.48 く0..05

く.0.6.0 く.0.05
<1.75 く.0.46 く0.05

く.0.5.0 く.0..05
く.0.47 く• .0..05 
く.0.48 く.0..05
く.0.46 く.0.何

く1.75 く，.0.49 く，.0.05
く.0.48 く，.0..05
く.0.53 く，.0..05
く.0.52 く，.0..05

く1.75 く，.0.56 く，.0.伺
.0.60-1.2 .0. .o5-{). 1 
く.0.66 く.0..05 
く.0.57 く.0..05

く1.75 .0.59-1.2 .0. 05-{). 1 
.0.56-1. 1 .o..o5-{).1 
く.0.51 <.0.時

ChJa 1 

国田田///剖0077//fS01740 00問田33////00007777////伺2114 0 7 
く.0.53 く.0..05
く.0.52 く.0..05

く1.75 く，.0.57 く.0..05
く.0.58 く.0..05
く.0.64 く.0..05
く.0.65 く.0..05

く1.75 く.0.57 く.0.05
く.0.56 く.0..05
く.0.58 く.0.05
く.0.64 く.0..05

く1.75 く.0.6.0 く.0..05
く.0.58 く.0..05
<.0.65 <.0.05 
く.0.68 <.0..05 

く1.75 <.0.62 く，.0.伺
く1.75 く.0.69 く.0.05
く1.75 く.0.66 く.0..05

陸奥湾百部 鍾国 ホタテガイ(養殖)

国同国田田田田田国曲帽師冊田0077////////自恒曲呂:町11羽64 国国田8田田田田。価個oo曲OOO0eeMWW7パ拓羽9 2 9 6 0 7 1 

く:.0.51 く，.0..05
く，.0.55 く，.0..05
<.0.54 く，.0..05
く.0.56 く，.0..05
く.0.印 <.0..05 
く，.0.54 <.0..05 
く.0.55 〈0.0065 
く.0.54 <.0. 

.o3/.o7LZS く.0.85 <.0..05 



(2/5) 

マウス誌験

海域 調査地点 員の種類 採取月日 倹査月日 まひ性毒力(IIU/g) 下痢性毒カ(IIU/g) 下痢性奥毒成分 {μg/g)

中腸膿 可食部 中腸 E車 可食部 分術部位 OA 日TXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾西郎 稲生 ホタテガイ(養殖) 0033//0056//20630033//0056//029 5 0.50-1.0 O. 05-{). 1 
1.か2.0 0.1-{)圃2

田1/06/1回
国田回////曲0
師076////2
叫

122 0 7 
く0.53 く0.05
く0.48 く0.05

国田国国田回田情o00U00e77W77//////20町22H1 85 432 
回

田田田03////00007777////11Z307 5 1 

く0.43 く0.05
0.42-{).85 0.05-{).1 
0.44-{).88 0.05-{).1 
く0.43 く.0.05
く0.50 く0.05
く0.45 く，0.05

陸奥湾東部 野辺地 ホタテガイ(聾殖) <1.75 く0.63 <0.05 
く1.75 く0.58 <0.05 

く0.68 く0.05
く1.75 く0.68 <0.05 

くO.72 く，0.05
くO.76 く，0.05
くO.76 <0.05 
く0.61 く.0.05

-cs43 、 く1.75 く0.61 く，0.05
く.0.59 く，0..05
く.0.60 く，.0..05
く.0.62 く.0.05

く1.75 <0.57 く.0.05
く.0.60 く，0..05
く.0.61 く.0.05
<.0.69 く:.0..05 中腸腺 ND ND 0.82 0.26 ND 

く1.75 く.0.63 く:.0..05 TR ND ND 0.15 ND 
く.0.63 く，.0..05 TR ND ND 0.59 0.76 
<.0. 77 く.0..05 TR ND ND 0.57 0.89 
.0.56-1.1 .0.閃ー.0.1 TR TR ND 1. 03 1.16 
.0.61-1.2 .0. 05-{). 1 TR ND ND 1. 49 0.70 

く1.75 く.0.63 く.0..05 ND O. 71 ND 1. 00 ND 
く.0.62 く0..05 ND ND ND 1.20 1.14 
<.0.66 く，.0..05 ND 0.12 ND 0.84 1.11 
く.0.6.0 く.0..05

く1.75 く.0.64 く.0..05
く.o.78 く.0..05
く.0.68 く.0..05
く，.0.68 く.0..05

く1.75 く，.0.76 く.0..05
く，.0.72 く0.05
く.0.71 く.0..05
く• .0.78 く.0.05

く1.75 く.0.68 く.0..05



(3/5) 

マウス綜験

海域 調査地点 貝の種類 採取周回 検査月日 まひ性毒力側I/g) 下痴性事力{眼I/g) 下痢性貝毒成分 (μg/g)

中腸腺 可食. 中踊腺 可食旬 分*郁位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾東部 野辺地 ホタテガイ(養殖) 03/121//180033//1121//210 2 く1.75 く.0.72 く.0.凶
.03/12/1.0 く1.75 く.0.71 く• .0..06 

陸奥湾東部 東田沢 ホタテガイ(養殖) .0.51-1..0 .0.05-0.1 
.0.56-1.1 .0.05-0.1 
く.0.53 く.0..05
.0.47-0.93 .0. .05-0.1 
.0.42-0.85 .0. .05-0.1 
く.0.49 <.0.05 
.0.43-0.85 .0. .06-0.1 
く.0.ω く.0..05
く.0.58 く.0..05
く.0.5.0 く• .0..05 

経奥湾東部 脇野沢 ホタテガイ(養擁) .0.47-0.93 .0.05-0.1 
.0.52-1. .0 .0..05-0.1 
く• .0.47 く.0..05
く• .0.53 く.0..05
.0.45-0.89 .0.05-0.1 

-ha a く.0.45 く.0.師
く.0.47 く.0.05
く.0.45 く.0..05
<.0.47 く.0..05

陸奥湾東部 野辺地 ホタテガイ(地まき) く.0.52 く.0.05
く.0.56 <.0..05 
く.0.63 く.0..05
く.0.67 く.0..05
く.0.66 く.0..05
く• .0.74 く.0..05
く.0.65 く.0..05
く.0.74 く• .0..05 
く• .0.7.0 く:.0..05
く• .0.74 <.0..05 
<.0. 7.0 く.0..05
<.0. 76 <.0.邸
く.0.67 <.0..05 
<.0.69 <.0.師
<.0.62 く:.0.伺
く.0.63 <.0..05 
く.0.56 く• .0..05 
く.0.61 く.0.伺
く.0.71 く0..05
く.0.71 く:.0..05
く• .0.6.0 く• .0..05 



(4/5) 

マウス鼠験

海減 調査地点 員の種領 採取月日 検査月日 まひ性毒力(IIU/g) 下術性毒カ(IIU/g) 下痢性員審成分 (μg/g)

中腸腺 可食部 中腸腺 可食蹄 分析部位 OA DTXl 日TX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾東郎 野辺地 ホタテガイ(地まき) <0.64 く0.05
く0.77 <0.05 
くO.75 く0.05
くO.74 <0.05 
くO.75 く0.05
<0.82 く0.05
くO.79 く.0.05
<0.81 く0.05
く0.93 く0.05
<0.86 く.0.05
く.0.82 く.0.05
<0.93 <.0.05 
<0. 70 <.0.05 
<0. 72 <0.05 
くO.75 <0.05 

津軽海峡酉郎今別酉郎 ホタテガイ(養嫌)

曲田//////曲伺曲000777//////町1121208453 田田田田00a3////J/冊冊冊00o77ν/// / / 21 3 0 

く1.75 0.49-0.98 0.05-0.1 
0.50-0.99 0.05-0.1 

03/06/24 03/06/26 く0.47 <.0.05 
o。司 03/07/07 03/07/10 く1.75 く0.50 <0.05 

03/07/15 03/07/17 く1.75 <0.49 <0.05 
03/07/23 03/07/25 く1.75 く0.50 く0.05

涼軽海峡東部野牛.石持ホタテガイ(地まき) <1.75 く.0.78 <0.05 
く1.75 <0.48 <0.05 
<1.75 <0.47 <0.05 
く1.75 く0.57 <0.05 
<1.75 0.53-1. 1 0.05-0.1 
く1.75 <0.53 <0.05 
<1.75 <0.52 <0.05 
<1.75 く.0.52 <0.05 
く1.75 <0.59 <0.05 
<1.75 く0.52 <0.05 
く1.75 く0.57 <0.05 
く1.75 く0.56 く.0.05
く1.75 く.0.63 く.0.05
く1.75 <0.60 く0.05
く1.75 く0.63 く0.05
<1.75 く.0.68 <0.05 
く1.75 くO.70 く.0.05
<1.75 く.0.76 <0.05 
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マウス訴験

海域 照査地点 員の種類 採取月日 検査月日 まひ性禽力 (IIU/g) 下痢性竃カ (IIU/g) 下痢性貝毒成分 {μg/g)

中薗腺 可食卸 中腸腺 可食部 分析旬位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

暖流系 青森 ムラサキイガイ く0.42 く0.05
く0.35 <0.05 
く0.45 く0.05
く0.47 く0.05
く0.36 く0.05
く0.63 く0.05
く0.38 く0.05
0.42-0.83 0.05-0.1 
0.46-0.92 0.05-0.1 
2.5-3.3 0.3-0.4 
く0.39 く.0.05
0.72-1. 4 0.1-0.2 
0.84-1.7 0.1-0.2 
0.38-0.76 0.05-0.1 
く.0.46 く0.05
く0.43 く0.05
く0.48 く0.05
く0.52 く0.05

、tD3 <0.55 く0.05
く0.43 <0.05 

寒流系 関根浜 ムラサキイガイ 03/01/07 <1.75 く0.05
03/02/04 <1.75 く0.05

0033//0034/ /12 く1.75 く.0.05
<1.75 <0.05 
く1.75 <0.05 
く1.75 0.05-0.1 
く1.75 0.05-0.1 
く1.75 く.0.05
く1.75 く0.05
く1.75 く0.05

回田回回es/////個個111021/////21111 4 4 0 7 ' 

く1.75 く0.05
く1.75 く0.05
く1.75 く0.05
<1.75 く0.05
く1.75 く0.05



付表2-1 陸奥湾酋部海域(西湾定点)の気象海象観測及びプランクトン調査結果 (1/4) 
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付表2-2 陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン聞査結果 (1/4) 

ブランクトジ{源確毛議編}爾蚕語裏 ]出現密度 cells/U。inophy・I・. Proro- Alexand-Protoperト 御調附di- Dinophy・l・属
曲ntn踊属 rh凪嵐 diniumJI niud (分磁細胞}

D.f D.a D.・D.c D. I D. rd D. rll D. n D. t D. I P. C P.II A. c A. t P. c P. d G. c D. f D.8 D.阻 D.c

5 20 

10 

r
e
a
u
a
u
 

-
-
-

~ 5 

F
a
a
U
F
O
 

-

10 

A
M
v
a
H
V
A
U
F
-

aAw------

s 

10 
5 5 

5 
5 



(2/4) 

。。
c:.n 

一日山一

日

u
嗣
叫
h

一

コ剛一作一明一

m」

5」

5」

5」

面
明
日

d
」

一

1

一

一

一

一

一

面

一

行

幅

削

一

一

一

一

一

一

一

寸
咽
M
一

一

一

一

一

一

一

一果一
P

J

一

一

5

一

一

一

一

一

一緒一

D
一

一

一

一

一

一

一

一査一

t
一

一

一

一

一

一

一

一

回

一

且

一

一

一

一

一

一

一

一

塑

且

一

一

一

一

一

一

一

一

毛

一

且

一

一

一

一

一

一

一

「
一
筆
濠
盛
可

5
m
m
m認
。

1mω
録
。

5mmω
銭
。

5mmω
迫
。

3
迫
0

3

越
0

3

認
。

3
益

。

お

o
s
m
鎚

嘉

一

周

水

{

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ー

一象

-

t

h

r

z

z

T

T

『

M

Z

T

1

豆

町

気

一

釦

配

「

寸

官

寸

羽

寸

寸

可

羽

市

一軍

τ

市

町

市

川

町

宮

町

而

而

而

'

健

一

t

f

r

-

t

F

札

正

一

t

F

L

R

乱

軍

恥

水

ω

1

地

回

査

問

調

1

溝

配

15 
5 

5 

10 
10 

5 10 
5 

5 

5 
5 

5 
5 10 

5 5 

E 



(3/4) 

ブランクトン{渦纏毛豪語}百蚕結裏 【出現密度 ceIls/L} 
Dinophysia属 Proro- Alexand-Protoperト Gymnodi - D i nOphYB i 8凪

centrum属 rium属 dinium. nium属 (分裂細胞}
D. c D. i D. rd . D. rg D. n D. t D. 1 P. c P. m A. c A. t P. c P. d G. c D. f D. a D. m D. c 

。、

P

H

W

R

U

晶

A

H

u

-

F

拘

鍾

宮

H
W
F
O
E
W
F
h
u
'
n
u

-

-

1

・

1

1

1

p
h
u
p
h
v
p
崎
草
皆
h
切
戸
ぬ
u
'
P同
U

E

'

h

u

'

a

u

M

'

F

帽

u'F句
u.，hupmwF内uzhuzhuwp崎単

-

E

E

T

E

l

e

-

-

E

勾

£

・

i

の
U
V
E
p
h
d
'
F句
u

'

h

“

，

F

H

W

A

H

V

F

拘

u

-

p

h

u

a

H

単

一

P

崎

d

'

E

E

・

E

・

-

ぬ

，

.

"

'

-

a

E

・

・

・

ι

・

・

-

-

-

A

F

-

-

-

F

同

u
-
p
h
u
F
"
“
，
h
u
，
h
d
w
肉

u
.
，
h
“
，
m
u
m
-
F
H
W
F
h
u
-
-
F
H
U
p
h
d
・
-
F

E

・

I

・

-

1

・

1

1

・

一

司

圃

-

-

-

-

T

u

r

e

-

-

r

o

E

r

a

r

a

-

a

u

 

-

-

-

-

1

・

一

-

-

1

E

-

-

-

-

-

5

0

百
5

5

E

O

O

S

E

0

5

5

0

S

畑
5
0
0
0
0

1

J

-

-

E

E

-

-

の

4

T

E

-

-

，

.

a

育

，

.. 。

.
E
内
£
四
a
・
r
a
q
a
・
，
.
E宮
7ι
司

a-守備，‘，，，e-E

n

u

四

-

-

-

-

一

回

一

命

，

島

問

，

，

‘

・

・

-

arnuzumUFO肉
unUFO内uauvFOE-opeaupO《U
宵

u
w
p
e
a
u
a
U
F
O
，
b
a
u
v
p
S
A
U
F
O
A
E
F
O
A
M
-
R
-
u
a
U
P
O
p
s
-
P
O
A
U
，
.
-
-

-
-
E
・
E
.
，
.
，
e
a
a
-
-
内
0
・
。
，
.
"
，
‘
内
'
t
・
・
'
T
・
内
d
-
E
.
，
T
E
a
-
-
，
.
E
・
i

・

'

a

・

T

-

-

B

一

-

E

-

-

h

u

-

-

'

-

E

E

-

-

岨

一

M

-

a
a
-
-
r
O
A
U
p
h
u
-
命
U
A
U
E畠
E
O
F
a
a
u
E
単
F
O
《
U
《
U
E
F
a
a
u
内
M
E
a
-
a
u
-
n
u

白星

F

O

B

-

E
-
'
'・
4
・
，
.
E
-
ぬ
'
h
・
・
E
・
E
・
4
-
・
，
，
，
。
，
』
自
・
・
-
-
a
-
A

圃

-

恥

H

w

-

-

咽

-

-

同

-

-

開

閉

一
咽
イ

τ
M
w
m
m関
商
何
回
∞
鈎
お

aMWM岬
印
回
初
島

ω
ω
m
ω
5
π
ω
お

mw印
鑑
“
お

ωωωω
帽
川
卯
同

5M却
問
初
日
制
的
花
田
開

ω河川刷
ω官同
ωお育問
ω町
制
刊
紛

一

圃

闘

A

U

-

-

-

a

T

，

.

，

守

E

-

-

E

E

内

0

・

E

宮
屯
凶

E
4
・
，
-
-
a
-
.
，
.
E
・
・
4
・
・
内
4
・
E
・
E
・
E
・
-
4
・
E

一
u

a
」

-

司

m

l

-

回

目

・

-

-

-

-

一

は

b

-

0

5

亘

o
o
a
5
0
5
5
5
0益
b
O
S
E
E
S
0
5
-
5
0
5
0
a
'
b
O
0
5
-
5
0
唱
且

0
0
亙

0

2

L

1

1

1

2

4

1

3

5

8

1

2

3

2

4

-

3

6

3

-

3

6

1

1

3

3

1

-

1

E

E

-

-

田

1

一

r

A

U

-

-

E

E

-

-

.

，

.. 晶

-

-

-

一h
w

t
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

a

-

5

a

s

且

5

0

0
且

0

5

-

0

0

亘

5
且

5

-

o

-

a

o

-

-

-

a

・

・

・

内

2

・
内
，
-
-
E
-
-
-
-
-
a
a
T
E
・
E
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
m
，
a
・
・
・

一

AU-

回

E

E

-

-

-

-

-

-

一
一
分
布

ωお町田
η
ω
W舗
ω
ω
n
m荷
ね
防

nmω
胃
閣
制
駒
幻

MU鎚
ωMH引
“
“
鉱
川
初
回
目
相
同
同
制
抑

m“
“
お
河
浦

m鋪
MMHmm明
町
四

MM鈎
官
川
崎
町
四
日

mωωωη

一4

菅川，，a習内'=，釦Ewa・aeau-，。釦組布wvnu・'aaT'F'Ituaa内‘wa--e且
茸

oau・，向。aaTaezF・，，，，.，aaマ
E草Ta'aava--Ew，，T4EZ，auw内ZWPSFm轟
aM，《UAU内，‘内dPR単育£内4napapa-，

一
一
塩
r
L
1
2
a
a
a
r
ι
1
1
z
a
&
a
a
a
a
a
L
a
a
a
a
a
a玄
a
a
a
a
a
z
z
z
a
a
a
r
4
a
3
a
a
&
a
z
a
a
a
a
z
a
a
a
a
広
志
a
a
a
3
1

一11布忠嗣quqd-qeqe守ψ
宵
鳥
肌

'dqAwquqdw'骨
骨
息

wqeq--eqeq@苛&q-qd-qd-qdw内ふte仙のoq凶
-q・君"。晶苛aq--eqd-q0.，@菅沼wquq.，e'd-qa，d-eAwq-qd'q凶
Z
d胃
a'AweAwqu-qwqψ官。，Awqu'equqw

E且
)
E
2
9
3
3
0棒
b
5
4
0
5
，
骨
a
s
o
-
-
a
-
，
S
4
7
0
9冨
3
2
6
7
4
4
4
1
2
s
a
-
-
5
3
6
1
a
O
0
5
9
0
亙
1
0
8
6
4
a苦
0
6
6
6
5
8

3

7

・

・

・

・

7
・
・
・
・

7
・
・
・
・

7
・
・
・
・

7
:
:
?
:
:
?
:
・・

7
:
:ー・・
:
:
-
t
L
:
:

E凡階、言。aWEn-。。。d'd守taueoawa-a‘す
oeoa'咽
Awed-a曽
UeoraaaTa--d宵
0・。，，aurora安
UAM・A・-eawa盟
司

'''''e・e・ea，
ι，，au--''e且叶
l

，EaHVAuaU0・意団白川明U2・e，，，，

ヨ
nq仰
t、
EF-E・E・E-Eιι晶gE.，.E・E-a-t&41・，.，.E・E・-す・-E・E・E・E-tft.，.E.，.，.t&46ぬ，‘内4・，.，
.. 晶・・-E・
g
.
，.，
.. -aa角
aaa---B・・晶ぬ，‘内4eaぬaaa・24角
4・4n4.，.，.，

FE--R、Jruζu自
uv自
u曹のuvq&nuEsau-nvAwq晶
avz・内MW内u，内uvq晶
nMEn・内UAUAM-qω-auEωnuwnuwnuq&nuEU曹の切内Mvauq品
nM・E-auwmuaHwq品
nM・E・向M曹のHwauve唱宥urSAM-nUAM-のゆ宥URwauAunwqdv

L-重
量
J
E
t
-
2
3
Z
「

1
2
3
S
1
1
2
3
S
1
1
2
3
$
1
1
2
3
畠
1
1
2
3
S
1
1
2
3
Z
1
1
2
3
a
1
2
3
2
1
2
3
3

果

一

揖

水

{

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

組
一
色

τ

1

0

E

E

一6

3

1

E

3

1

側

日

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

鶴一耽一

w
r

町

広

ぽ

広

町

Ta

床

医

官

鳴
両
カ

E

E

E

T

E

m

E

E

-

-

百

章
一
風
風
寸

1

1

一

1

一

寸

一

一

「

.

一
気
一

e

E

E

一

純

一

四

一

。

百

五

反

一

J

一

天

一

一

一

寸

寸

一

一

一

寸

一

。

刻

弱

羽

調

布

市

剖

羽

羽

帝

京

甲

車

時

了

了

了

7

?

?

7

1

1

正

日

7

お

お

T
川

市

6

5

5

E

副

司

有

月

可

否

あ

あ

同

事

Z

Z

悶

悶

年

一

一

以

蘭

切

羽

周

期

刷

田

川

湖

厨

閉

山

潔
時

r

水
0

1

点

「

地
一
一
叫

査

開
田

可

編

臨

海

E

5 
5 

5 

5 

15 
5 

5 

5 

5 5 5 
20 

5 

5 10 

5 15 



(4/4) 

。。



付表2-3 陸奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果 (1/6) 
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付表3-11980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.fo.付iiの出現動向

年次 マウス賦験による毒ヨ](雨!g瓦中湯船 D.fortii出現密度 (cellsIL)
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間量高 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

1980 (0) o. 00 (4) 2. 00 (4) 4. 50 (5) 1. 00 (4) O. 00 (4) O. 30 (4) 4. 50 。(1 ) 60 (4) 1170 (4) 1630 (5) 275 (4) 10 (4) 10 (5) 1630 
1981 (0) O. 50 (4) 1. 00 (4) 3. 00 (5) 3. 20 (4) O. 70 (3) (0) 3.20 10 (2) 60 (4) 340 (4) 2640 (5) 995 (4) 25 (4) 45 (4) 2640 
1982 0.00 (4) 0.30 (4) 2.25 (5) 3.40 (4) 3.40 (4) 0.70 (5) 0.00 (4) 3.40 10 (3) 55 (4) 1110 (5) 3100 (4) 5610 (4) 30 (5) 15 (4) 5610 
1983 0.30 (4) 0.40 (4) 3.40 (5) 4.20 (4) 3.00 (4) 0.50 (4) 0.40 (4) 4.20 15 (5) 165 (4) 1570 (5) 1815 (4) 515 (4) 30 (5) 20 (4) 1815 
1984 0.00 (4) O. 00 (4) 1. 00 (5) 4. 00 (4) 2. 40 (5) O. 60 (4) O. 50 (4) 4.00 10 (4) 5 (4) 1175 (5) 365 (4) 145 (5) 5 (4) 45 (4) 1175 
1985 O. 00 (4) O. 00 (4) 2. 30 (4) 1. 20 (3) o. 60 (3) o. 75 (4) O. 00 (5) 2. 30 10 (5) 25 (4) 1410 (4) 450 (3) 55 (3) 10 (4) 。(5) 1410 
1986 0.50 (3) 0.60 (4) 1.80 (4) 1.50 (1) 1.80 (3) 0.75 (2) 0.40 (3) 1. 80 5 (3) 50 (4) 580 (4) 2195 (2) 215 (3) 40 (2) 。(3) 2195 
1987 0.40 (5) 0.40 (4) O. 50 (4) 2.00 (2) 1.00 (2) O. 75 (2) O. 75 (2) 2.∞ 30 (5) 15 (4) 60 (4) 545 (2) 110 (2) 45 (2) 5 (2) 545 
1988 O. 30 (4) O. 00 (4) 1. 00 (4) 6. 00 (2) 2. 00 (2) 2. 00 (2) O. 60 (2) 6.00 5 (4) 35 (4) 1515 (4) 300 (2) 460 (2) 10 (2) 。(2) 1515 
1989 O. 30 (4) O. 00 (3) 1. 50 (4) 1. 00 (2) 1. 50 (2) O. 40 (1) O. 30 (1) 1. 50 15 (4) 60 (4) 690 (4) 640 (2) 500 (2) 5 (1 ) 80 (1) 690 
1990 O. 30 (4) O. 50 (4) 3. 00 (4) 6.00 (2) o. 60 (2) O. 60 (3) 0.00 (2) 6.00 15 (4) 50 (4) 645 (4) 1650 (2) 5 (3) 55 (3) 20 (2) 1650 
1991 0.00 (4) O. 40 (4) 1. 50 (4) 1. 50 (2) 1. 50 (2) O. 75 (3) O. 60 (3) 1. 50 15 (4) 50 (4) 545 (4) 290 (2) 45 (2) 20 (3) 10 (3) 545 
1992 O. 40 (5) O. 00 (3) 1. 00 (3) o. 75 (3) o. 60 (2) o. 00 (2) o. 00 (1) 1. 00 65 (5) 95 (4) 290 (4) 375 (3) 40 (2) 40 (2) 5 (1) 375 
1993 0.40 (3) O. 50 (4) 1.00 (3) 1.00 (2) 1.00 (2) 0.50 (2) O. 30 (2) 1. 00 25 (5) 20 (4) 590 (3) 220 (2) 150 (3) 35 (2) 10 (4) 590 

ミdJDh 1994 O. 00 (3) O. 00 (5) O. 30 (2) 2. 00 (2) 1. 00 (2) 1. 00 (3) O. 00 (2) 2. 00 20 (3) 55 (5) 215 (4) 215 (2) 165 (2) 90 (3) 50 (2) 215 
1995 O. 39 (4) O. 40 (2) 2.00 (4) 3. 00 (2) 2. 00 (2) o. 60 (3) O. 50 (2) 3.00 45 (4) 30 (4) 1505 (4) 1180 (2) 1680 (2) 25 (3) 60 (2) 1680 
1996 0.00 (4) 0.00 (5) 0.47 (3) 1.60 (2) 0.90 (2) 0.00 (2) 0.00 (3) 1.60 45 (4) 25 (4) 400 (4) 120 (2) 310 (2) 40 (2) 30 (3) 400 
1997 O. 00 (4) O. 00 (3) O. 00 (2) o. 00 (2) O. 00 (4) O. 73 (3) O. 00 (3) O. 73 15 (4) 40 (2) 40 (2) 65 (2) 65 (4) 20 (3) 35 (3) 65 
1998 0.49 (5) 0.00 (4) O. 00 (4) O. 57 (5) 1.43 (4) O. 84 (5) 1. 65 (3) 1. 65 105 (5) 60 (1) 45 (1) 75 (1 ) 50 (1) 30 (1) 30 (3) 105 
1999 0.00 (5) 0.00 (4) O. 69 (5) O. 71 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) O. 00 (4) O. 71 25 (5) 10 (4) 205 (5) 530 (4) 25 (4) 75 (5) 5 (4) 530 
2000 0.00 (4) 0.44 (4) O. 00 (5) O. 60 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (4) O. 60 20 (4) 30 (4) 130 (4) 405 (4) 30 (5) 15 (4) 30 (4) 405 
2001 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) O. 64 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.64 5 (4) 80 (4) 170 (5) 50 (4) 25 (5) 65 (4) 30 (4) 170 
2002 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 10 (4) 20 (4) 50 (4) 60 (4) 230 (5) 155 (4) 185 (5) 230 
2003 0.00 (5) O. 00 (4) 0.60 (4) O. 59 (5) O. 00 (4) O. 00 (4) O. 00 (5) O. 60 5 (5) 20 (4) 185 (4) 200 (5) 15 (4) 5 (4) 5 (5) 200 

1980-2003年の統計
(平均)0.17 0.19 1.14 2.07 1.21 0.51 0.27 2.25 22 46 610 796 488 37 30 1138 
(最高)0.50 0.60 3:40 6.00 3.40 2.00 1.65 6.00 105 165 1570 3100 5610 155 185 5610 
(最低)0.00 0.00 0，00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 。 5 40 50 5 5 。 65 

毒力，出現密度の値はいずれも月別の最高値， ()内は月肉の間査回数を示す.

毒検力のE式験未結満果が範囲で未表された場場合合には腸，その毒下限値を採用している.なお， 1996年5月からのマウス、る鼠験は可食部基準で行われているため，
出限界 (0.05MU/g 満)の の中腺の 力は不明である.この表では便宜的に0.00としてL



付表3-2 1980年以降の陸奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.fortiiの出現動向

年次 マウス蹴験による毒力 (MU/g・中腸疎) Dfortii出現密度 (cellsll)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

1980 (0) 0.00 (4) 0.00 (4) 3.30 (5) 4. 50 (4) 1. 25 (4) o. 70 (5) 4. 50 (0) 。(3) 40 (3) 1145 (5) 335 (4) 110 (4) 15 (5) 1145 
1981 (0) O. 30 (4) o. 50 (4) 3.00 (5) 5.00 (4) 1. 70 (3) (0) 5.∞ 5 (2) 15 (4) 100 (4) 1845 (5) 4205 (4) 55 (5) 40 (4) 4205 
1982 O. 70 (3) o. 50 (4) o. 70 (5) 4. 20 (3) 3.40 (4) 3.40 (5) 1. 20 (4) 4. 20 10 (3) 20 (4) 265 (5) 4430 (4) 7425 (4) 5850 (5) 20 (4) 7425 
1983 0.40 (4) 0.40 (4) 0.50 (5) 3.00 (5) 3.00 (4) 2.70 (4) 0.70 (4) 3.00 10 (5) 45 (4) 115 (5) 425 (4) 455 (4) 85 (5) 20 (4) 455 

1984 0.30 (4) O. 30 (4) 1.∞ (5) 2.00 (4) 2.40 (5) 1. 20 (4) 0.60 (4) 2.40 10 (4) 5 (4) 170 (5) 545 (4) 1805 (5) 1735 (4) 25 (4) 1805 
1985 O. 00 (4) O. 30 (5) o. 50 (4) O. 60 (3) O. 60 (3) O. 50 (4) 0.00 (5) O. 60 10 (4) 10 (5) 110 (4) 135 (3) 470 (3) 165 (4) 。(5) 470 
1986 O. 60 (3) O. 50 (4) o. 60 (4) 4. 00 (2) 1. 50 (2) 4. 00 (2) 2. 00 (3) 4. 00 5 (3) 25 (4) 95 (4) 1995 (3) 4685 (2) 460 (2) 25 (3) 4685 
1987 o. 50 (5) 0.40 (4) O. 50 (4) 1. 50 (2) 5. 00 (2) 2. 00 (2) 3.00 (2) 5.00 30 (5) 10 (4) 45 (4) 140 (2) 1510 (2) 25 (2) 5 (2) 1510 
1988 0.50 (4) 0.40 (4) 0.50 (4) 5.00 (2) 8.00 (2) 6.00 (2) 2.00 (2) 8.00 5 (4) 10 (4) 690 (4) 1865 (2) 2440 (2) 1520 (2) 145 (2) 2440 

1989 0.60 (4) 0.50 (4) 0.50 (4) 5.00 (2) 3.00 (2) 1.00 (1) 0.60 (1) 5.00 15 (4) 100 (4) 60 (4) 590 (2) 2545 (2) 65 (1) 50 (1) 2545 

1990 o. 60 (3) o. 50 (5) O. 50 (3) o. 40 (2) o. 40 (2) o. 00 (3) o. 00 (2) O. 60 20 (3) 20 (4) 65 (3) 80 (2) 85 (3) 50 (3) 15 (2) 85 
1991 O. 75 (4) o. 75 (4) o. 75 (4) O. 60 (2) 1.00 (2) o. 50 (3) O. 50 (3) 1. 00 35 (4) 30 (4) 320 (4) 230 (2) 270 (2) 25 (3) 5 (3) 320 
1992 0.44 (5) O. 75 (4) O. 50 (3) O. 60 (3) 0.40 (2) 0.00 (2) 0.00 (1) O. 75 115 (5) 310 (4) 60 (4) 75 (3) 55 (2) 75 (2) 10 (1 ) 310 

1993 O. 75 (3) O. 60 (4) 0.40 (3) 0.40 (2) 1. 50 (2) O. 75 (2) O. 60 (4) 1. 50 50 (5) 30 (4) 35 (3) 350 (2) 770 (3) 120 (2) 55 (4) 770 
ミCDR 1994 0.00 (4) 0.42 (3) O.∞(2) O. 50 (2) o. 75 (2) O. 60 (3) 0.00 (2) o. 75 10 (4) 35 (4) 155 (4) 600 (2) 245 (2) 180 (3) 180 (2) 600 

1995 0.49 (4) 0.60 (2) 0.40 (4) 1. 00 (2) 5.00 (2) 0.40 (3) 0.60 (2) 5.00 40 (4) 40 (4) 130 (4) 1035 (3) 1170 (2) 40 (3) 45 (2) 1170 
1996 0.30 (4) 0.30 (4) 0.49 (3) 1. 60 (2) 1.12 (2) 0.62 (2) 0.00 (3) 1.60 25 (4) 10 (4) 115 (4) 2035 (2) 1125 (3) 50 (2) 20 (3) 2035 
1997 0.00 (4) 0.41 (3) 0.00 (2) 0.00 (2) 0.00 (4) 0.00 (3) 0.00 (3) 0.41 40 (4) 50 (3) 60 (2) 205 (2) 190 (4) 20 (3) 85 (3) 205 

1998 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (5) o. 00 (3) 0.00 100 (5) 110 (4) 20 (4) 180 (5) 140 (4) 255 (5) 110 (3) 255 
1999 O. 00 (5) O. 00 (4) O. 00 (5) O. 95 (4) 1. 30 (4) O. 00 (5) O. 00 (4) 1. 30 10 (5) 10 (4) 15 (5) 565 (4) 85 (4) 100 (5) 20 (4) 565 

2000 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 1. 10 (4) 1.20 (5) 0.00 (3) O.∞(4) 1.20 30 (4) 25 (4) 55 (5) 780 (4) 115 (5) 80 (3) 85 (4) 780 
2001 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) O.∞(4) 0.00 10 (4) 15 (4) 35 (5) 105 (4) 50 (5) 120 (4) 35 (4) 120 
2002 O. 00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) O. 00 (4) o.∞(5) 0.00 。(4) 10 (4) 10 (4) 50 (4) 135 (5) 210 (4) 65 (5) 210 
2003 o. 00 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) o. 56 (5) O. 61 (4) O. 00 (4) 0.00 (5) o. 61 。(4) 10 (5) 85 (4) 355 (5) 25 (4) 25 (4) 5 (5) 355 
1980-2∞2年の統計
(平均)0.32 0.33 0.35 1.64 2.07 1. 11 0.54 2.35 25 39 119 823 1264 476 45 1436 

(最高)0.75 O. 75 1.00 5.00 8.00 6.00 3.∞ 8.00 115 310 690 4430 7425 5850 180 7425 
(最低)0.00 0.00 o.∞ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 。 。 10 50 25 20 。 85 

毒力，幽現密度の値Iま月別の最高値. 0内は月内の調査回数を示す.
毒カの鼠験結果が範固で表された場合には，その下限値を採用している.なお.1996年5月からのマウス鼠験は可食部基準で行われているため，

検出限界未満 (0.05I1U/g未満}の場合の中腸腺の毒カは不明である.この表では便宜的に0.00としている.
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付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷自主規制状況

養殖ホタ 7 ガイ 地まきホーヲテガイ
年次 規制開始日規制解除目規制回数 最高毒カ 規制開始時の 規制開始日規制解除目規制回数 最高毒カ 規制開始時の

tW ~・虫腸腺j 曇iじ謹揺 {日j {刷Lt.・虫腸腺j 章iじ海域
1978 06/30 08/25 56 5.0 .... 8.3 06/30 08/25 56 0.5 .... 1. 0 
1979 05/09 0109//010 1 115 1.0 。
1980 05/17 146 4.5 西湾 0046//035 0 0099// 10 97 1.5 西湾
1981 04/30 

11110001////阻0回07 1 

155 5.0 西湾 12 135 2.0 不明
1982 03/25 196 4.2 不明 03/25 09//214 2 183 3.4 不明
1983 03/26 196 4.2 東湾 05/17 09 118 1.5 東湾
1984 0055//025 2 

180 4.0 西湾 0056// 17 099// 14 120 1.0 東湾
1985 

011091///0238 1 1 
129 2.3 東湾 10 09/14 96 0.4 不明

1986 03/29 217 4.0 京湾 04/11 100//3 17 189 2.4 東湾
1987 03/12 233 5.0 東湾

0。005s55////冊2114 9 2 
10/31 175 1.5 東湾

1988 03/26 12/27 276 8.0 東湾 11/24 189 3.0 西湾
1989 03/16 10/23 221 5.0 東湾

001089///0210 3 6 
164 1.5 東湾

1990 
000433///0029 3 1 000999///0024 7 1 

182 6.0 東湾 78 o. 75 西湾
1991 182 1.5 

京東京湾湾湾 000564// / 11 
118 1.0 東湾

1992 156 1.0 11 08/11 61 0.62 東湾
1993 

0043//019 8 10/01 196 1.5 12 0109// 12 135 1.0 東湾
1994 09/16 161 2.0 .... 3.0 東湾 06/02 19 109 0.52 .... 0.60 西湾
1995 03/24 09/18 178 5.0 .... 6.0 西湾・東湾 06/22 09/18 88 1. 0 .... 2.0 東湾
1996 05/22 10/04 135 1. 6 .... 2.4 西湾・東湾 07/11 097// 13 64 0.5 .... 1. 0 東湾
1997 04/09 09/12 128 0.73 .... 1. 45 (1)東湾.(2)西湾 *2 04/09 07/16 98 0.44 .... 0.88 東湾
1998 04/02 10/08 134 1. 65 .... 3.29 (1).... (4)酉湾 *3 。
1999 0045/ /27 08/19 84 1. 30 .... 2.60 (1)西部.(2)東部 叫 。
2∞o 27 07/27 91 1. 20 .... 2.40 (1) (2)酉榔.(3)東郁 *5 。
2∞1 06/15 08/02 48 0.64 .... 1. 30 酉郁 *6 。
2∞2 。 。
2003 05/22 07/31 70 1. 00 .... 2.00 西部 *7 。
1978-2002年の統計
平均

000436///0310 9 9 
09/24 149 

000537///2118 5 1 
09/17 87 

最早(最短) 0172//227 7 
。 07// 16 。

量豊l量豊〕 276 11124 189 

市11993年の地まき買については4/12̂'7/16.8/27....10/12の2固にわたり行われている.表に示した解除目は量終規制の解除目であり.規制日数は通算したものである.
*2 1997年の養猫貝については4/9....7/24.8/21....9/12の2回にわたり行われている.解除目と規制回数は上記同様である.

*1 

*3 1998年の饗殖奥については4/2....5/8.6/11....7/17. 7/31....9/4. 9/11....10/8の4固にわたり行われている.解除固と規制回数は上記同様である.解除日と規制回数は上記同様である.
叫 1999年の養殖貝は5/27....7/29、6/3....8119の2回規制されている.解除固と規制回数は上配同様である.
*5 2∞0年の養殖貝は4/27....5/18、6/8....7127、6/15....7/27の3固規制されている.解除目と規制回数は上記同様である.
*6 2∞1年は西部海域でのみ出荷自主規制.
*7 2∞3年は西郎、東榔両海域で出荷自主規制.
1998年12月の生産海域区分の見車しにより、 1999年以降の出荷自主規制は西部海域と東部海域の2海減に区分されている.表に示した規制開始日と解除目は、陸奥湾全体を
1海域とした場合の最初の規制開始日と最終解除日であり、規制回数はその期間を通算したものである.
規制開始時の毒化海域については、単一の海域の場合はその海域名を、両方の場合lま西湾・東湾のように示し、また規制が複数回の場合には1回目を(1)と表し、
その規制開始時の海域名を続けて配蔵している.なお、便宜的に西湾と西部、東湾と東部はそれぞれ同一海域を表す呼称として扱っている.
1998年以降の地まきホタテガイの貝毒検査は東部海域のみで行っている.


